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実地調査及びヒアリングの実施について（案）

〔概要〕

○ 書面による実態調査の結果を踏まえ、今後の審議・分析を一層深

、 、めるため 書面以外に調査を行う必要があると思われる事項に関し

大学への実地調査及びヒアリング（以下「調査等」とする ）を実。

施する。

○ 調査等は、以下の観点から抽出した大学について、分野別、国公

私等別、地域別等のバランスを考慮して選定する。

＜抽出の観点の例＞

（１）入学者選抜の状況等

・入学定員の充足状況等

・定員未充足の原因分析や今後の対策等の状況

（２）教育課程等の状況

・特色ある取組事例（ディマンドサイドと連携した教育課程の

開発、教材開発の取組状況等）

（３）教員組織の状況

・特色ある取組事例（ダブルカウントに関する対応状況、専任

教員に占める実務家教員の割合の状況、ＦＤの実施状況等）

（４）修了後の接続のための取組状況

・特色ある取組事例（修了者の進路における課題等の状況、博

士課程進学希望者に対する教育・指導の状況等）

（５）認証評価への取組状況

・認証評価機関が存在しない分野における検討状況
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〔調査等の実施〕

○ 一の調査等別に担当委員を充て、当該委員による調査等を実施す

る。

○ 調査等は２２年１月から実施する。

○ 調査等の内容は大学毎に異なり、大学担当者との意見交換や在学

生からのヒアリング及び授業参観等の実施を想定。

〔調査等の非公開と結果報告〕

○ 本調査等は、専門職大学院制度の教育改善に関わる事項や専門的

な内容等を含むものであり、これを公開して行う場合、委員及び大

学の自由な意見交換が制約される等、調査等における公正かつ中立

性を維持し、円滑な会議を実施する上で支障が生じるおそれが高い

ことから、原則として非公開とする。

○ なお、調査等の結果については、今後の審議・分析に活用するた

め、ワーキンググループにおいて報告する。



実地調査及びヒアリングにおける選定校の決定までの流れ（案）

【 ． （ ）】１ 実地調査等を行う必要があると思われる論点の整理 ＷＧ委員

「 」 、21.12.22 資料３－１ 専門職大学院の実態調査の結果概要 等を参考に

今後の検証・検討のため、実地調査やヒアリングを行う必要があ

ると思われる論点について議論する。

⇩
【２．候補大学の素案を作成（座長(事務局) 】）

上記において議論された趣旨を踏まえ、分野別、国公私等別、

地域等のバランスに考慮して、実地調査やヒアリング実施の素案

を作成する。

⇩
【３．候補大学の素案への意見照会（ＷＧ委員】

上記素案について、ＷＧ委員に意見照会(メール)を行う。年内～

年明け初旬

⇩
【４．候補大学の案を作成（座長(事務局) 】）

ＷＧ委員の意見を取りまとめ、候補大学の案を作成する。

⇩
【５．候補大学を決定（ＷＧ委員 】）

候補大学を決定する。



国公私別・地域別の専攻数一覧

国立 公立 私立 株立 合計

ビジネス・MOT 12 1 16 3 32

北海道、東京
(4)、新潟(2)、
京都、兵庫、
山口、香川、
福岡

福岡 東京(10)、神
奈川、新潟、
愛知、京都
(2)、大阪

東京(2)、大阪 北海道、東京
(16)、神奈川、
新潟(3)、愛
知、京都(3)、
兵庫、大阪
(2)、山口、香
川、福岡(2)

会計 2 1 13 1 17

北海道、宮城 兵庫 千葉、東京
(6)、愛知(2)、
大阪、兵庫
(2)、熊本

東京 北海道、宮
城、千葉、東
京(7)、愛知
(2)、大阪、兵
庫(3)、熊本

公共政策 5 3 8

北海道、宮
城、東京(2)、
京都

東京(2)、徳島 北海道、宮
城、東京(4)、
京都、徳島

公衆衛生 3 3

東京、京都、
福岡

東京、京都、
福岡

知的財産 2 2

東京、大阪 東京、大阪

臨床心理 2 3 5

福岡、鹿児島 大阪(2)、広島 大阪(2)、広
島、福岡、鹿
児島

その他 1 4 10 2 17

茨城 秋田、東京
(2)、兵庫

北海道、東京
(6)、京都、大
阪、兵庫

東京(2) 北海道、秋
田、茨城、東
京(10)、京都、
大阪、兵庫(2)

合計 25 6 47 6 84

北海道(3)、宮
城(2)、茨城、
東京(7)、新潟
(2)、京都(3)、
兵庫、山口、
香川、福岡
(3)、鹿児島

秋田、東京
(2)、兵庫(2)、
福岡

北海道、千
葉、東京(25)、
神奈川、新
潟、愛知(3)、
京都(3)、大阪
(6)、兵庫(3)、
広島、徳島、
熊本

東京(5)、大阪 北海道(4)、秋
田、宮城(2)、
茨城、千葉、
東京(39)、神
奈川、新潟
(3)、愛知(3)、
京都(6)、兵庫
(6)、大阪(7)、
山口、香川、
徳島、広島、
福岡(4)、熊
本、鹿児島
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